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４７３１人。この数は、２０２２年６月２７日現在、ロシアによるウクライナ侵攻で亡

くなったとされている民間人の数である。この数は、私が住む会津若松市の１０歳から１

４歳の人口４９１３人（２０２２年７月１日現在）に迫る数である。２月２４日からの４

ヶ月余りで、私たちの住む町の小学５年生から中学３年生までの全員とほぼ同数の命が、

恐ろしい紛争によって奪われたのである。 

私は日々更新されるウクライナでの犠牲者の数を一定の割合で増えていく数字としか見

ていなかった。しかし、あるとき、その数を自分たちの住む町に当てはめて考えることで、

その数がいかに残酷で、悲惨なものかに気付いたのだ。私はそのことを、誰かと共有した

いと思い、すぐに家族に話した。 

「多くの命が奪われる紛争はすぐにでも終わってほしい。」 

「紛争では両親が犠牲になり、残された子供たちも被害者だ。」 

など、家族みんなでこの紛争の悲惨さを語り合った。そして、自分たちには何かできない

かを家族で話し合った。しかし、私は紛争を止めることもできないし、子供たちを救うこ

とは現実的には難しいと考えていた。そんなとき、父が「グローカル」という考え方を教

えてくれた。 

・グローカルとは、 

   グローバル（地球規模の、世界規模の）とローカル（地方の、地域的な）を掛け合

わせた造語で、「地球規模の視野で考え、地域的な視野で行動する」という考え方で

ある。 

私はこの「グローカル」という考え方を知ったとき、遠い国で起きているウクライナで

の紛争が少し身近になったと感じた。つまり、ウクライナでの出来事はグローバルな問題

だが、ローカルな視点で自分にも何かできないかと考えるようになったのだ。 

その視点を持ったとき、私の眼には急にいろいろなものが見えてきた。コンビニのレジ

横にある募金箱。大型スーパーで行われている募金活動など、今まで素通りしていたもの

が、ウクライナとつながる活動だったことに気付いたのだ。 

「私も何かしてみたい。」 

これまで自分には何もできないと考えていたが、グローカルという考え方に出合い、ま

た、募金活動をしている方々の存在を知ったとき、私の心は大きく揺さぶられた。７月３

１日、さっそく私は家族と相談をし、以下の課題を決め、自分にできることを可能な限り

考えてみた。 

［課題］ 

ウクライナでの紛争により両親を亡くした１８歳以下の子供が、自ら収入を得られ



るようになるまでの支援は何ができるか。 

［自分にできること］ 

（１）セーブ・ザ・チルドレンを通じた募金を行う。 

「利点」 

使い方が限定された募金で、課題解決につながる。 

「欠点」 

お金は自分で得たものばかりではなく、親の力を借りなくてはならない。 

（２） ウクライナ産の食品や製品を購入する。 

「利点」 

生活に必要なものを国産や他の外国産から置き換えるだけなので実行しやす

い。 

「欠点」 

ウクライナの支援にはつながるが、課題解決に結びつくかは不透明である。 

（３）ウクライナ情勢に関心を持ち、友人と話題にする。 

「利点」 

経済的負担がなく、取り組みを継続することができる。 

「欠点」 

課題解決に結びつくかは不透明である。 

私はこの 3つの取組について、実行できるものから順次行っていきたいと考えている。 

（１）、（２）は今からでもできることなので、夏休み中に実行する。また、（３）に関

しても２学期に学校が再開したら実行したい。 

私が（３）の取組を思いついたのは、東日本大震災からの復興の真っただ中にある福島

県の現在と重ねて、ウクライナの復興を考えたからだ。私は震災が起こったとき３歳だっ

た。そのため、震災のことはよく覚えてはいない。しかし、毎年３月１１日は震災が起こ

った日として、テレビで特別番組が組まれたり、新聞記事に大々的に震災の記事が取り上

げられたりする。その日ばかりは、日本全国、全世界の人々が福島に注目をし、「復興」

の後押しをしようという機運が高まる。私もこれらの報道を見て、福島の復興の現状と課

題を確認することができている。しかしながら残りの３６４日は私を含め多くの人が震災

のことを意識せず日常生活を送っているのではないか。震災の影響でふるさとに帰ること

ができず、未だ避難生活をしている人がいるにもかかわらず。 

私は自分自身の反省として、困難な状況にある事物に関心を持ち、話題にしていくこと

が支援につながると考えた。例えば、私を含め多くの人々が震災について関心を持ち続け

れば、復興に向けた取組が止まることはないし、もしかしたら政府等を動かし、復興を加

速させることができるかもしれない。これを私が立てた課題に当てはめて考えると（３）

の取組を継続していれば（１）、（２）の取り組みを継続することができるのだ。数年後、

私が経済的に自立できたとき、募金もできるし、ウクライナ産の食品なども購入すること

ができる。これは、ウクライナの復興を後押しし、課題解決につながるのではないか。 

グローカルという考え方で行動を起こしたとしても、すぐには結果に結びつかないだろ

う。しかし、この考え方を友達や家族と共有し、その取組を継続していければ、きっと結

果につながると考える。私はそう信じて、これからも自分にできることを継続していきた

い。 
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